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介護等体験とは１

介護等体験特例法により、小学校・中学校教諭の普通免許状取得を希望する学生に義務づけられました。

個人の尊厳と社会連帯の理念に関する認識を深めることの重要性の観点から、特別支援学校（盲・ろ

う・養護学校）や社会福祉施設において、障がい者、高齢者等に対する介護、介助、これらの方との交

流等を体験することを目的としています。

介護等体験の概要２

■	対象者
小学校・中学校免許状取得希望者。

■	体験日数
原則、7日間（特別支援学校２日間、社会福祉施設５日間）

■	体験先・体験時期・費用

所　属 体験先 体験時期 体験費 その他諸費用

人間科学部・スポーツ科学部生 埼玉県内 ５月中旬～
11月の間

¥8,000 ●麻疹の抗体検査費
●細菌検査費
●交通費、昼食費などその他の学生 東京都内 ¥11,000

■	体験内容
体験先 体験内容

特別支援学校
（２日間）

小学部・中学部・高等部の通常授業の補助業務や年間行事の手伝い。（遠足の付き添い、プール
教室への参加、文化祭の準備など。）

社会福祉施設
（５日間）

高齢者、障がいのある方等への介護、介助、話相手、散歩の付添い、レクリエーションへの参
加、施設職員の業務補助。

早稲田大学で介護等体験をおこなうには3

以下の科目を履修する必要がありますので、科目登録を行ってください。

通年科目のため、秋学期設置科目との時間割重複に十分注意してください。

希望が集中した場合、選外が出ることもありますので、必ず１次登録から申し込みをしてください。

複数クラス設置されているため、１次登録では第１希望～第３希望まで希望順位の登録が可能です。

できるだけ第3希望まで登録してください。詳しくは、「科目登録（p.25）」を参照してください。

１次登録で選外となった場合は２次登録以降で決定するまで申請してください。

■	科目名
介護体験実習講義（配当年次：３年以上）

　�原則として、納入された「体験費」「検査費」などは返還できません。また、健康診断、X線検査等その他
費用がかかる場合があります。上記金額は2024年度の金額であり、今後変更される可能性があります。

介護等体験
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①�履修前年度の「介護等体験事前登録」を期限内に完了していること。
②�体験実施前年度の「介護等体験費納入手続き」を期限内に完了していること。
③��履修前年度までに「教職概論」（同等科目可）の単位を修得済みであること。また、「教育心理学」
の単位を修得済みであることが望ましい。

■	履修の前提条件〈旧課程（2018年度以前入学者）〉

介護等体験に参加することへの責任と心構え４

「介護等体験」の場は、特別支援学校ならびに社会福祉施設の深い理解によって確保されていますが、

そこはさまざまな福祉サービスを利用しながら暮らす人々の「生活の場」そのものであることを忘れて

はなりません。体験に臨む学生は以下の事項を強く意識して行動をしてください。

【体験前】

☑十分な体調管理を体験前より行うこと

☑特別支援学校・社会福祉施設に関する基本的知識を修得すること

☑体験先・大学より指示のある手続きを遺漏なく行うこと

【体験中】

☑教員を目指す者として学生気分や受け身ではなく、高い意識を持ち体験に臨むこと

☑�受け入れていただく立場を認識し、自己中心的な行動や自己都合による体験の辞退、欠席、体験日

程の変更を絶対にしないこと

【体験後】

☑体験先で知り得た情報等については、守秘義務を厳守すること

なお、学生の取組み姿勢や内容に著しい問題があると判断した場合は、体験の中止や教職課程履修の

中止等の措置をとる場合があります。

スケジュール５

　�手続きの詳細は掲示・MyWasedaおよびWaseda�Moodleで周知されますので見落とさないでください。
手続き漏れがあった場合、介護等体験を行うことができません。なお、他大学（他学籍）で前提条件にあ

たる科目を修得した場合は、MyWasedaのお知らせが届かない場合がありますので、履修を開始する前

年の11月までに教職支援センターまで相談してください。

①�履修前年度の「介護等体験事前登録」を期限内に完了していること。
②�体験実施前年度の「介護等体験費納入手続き」を期限内に完了していること。
③�履修前年度までに次の科目の単位を修得済みであること。（いずれも同等科目可。）
　　�●教職概論（中・高）
　　�●特別支援教育（中・高）
　�また、「教育心理学」の単位を修得済みであることが望ましい。

■	履修の前提条件〈新課程（2022年度以降入学者）、新課程（2019－2021年度入学者）〉
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２年次（体験前年度）

４月 健康診断 ●�「麻疹の抗体検査」を学内で受けるために保健センターによる「学生
定期健康診断」を必ず受診してください。

11月下旬～12月上旬 介護等体験事前登録 ●Waseda�Moodleから事前登録（申込）をしてください。
●�事前登録に配慮希望の有無を尋ねる設問があります。体験に際して、
何らかの配慮を希望する場合、こちらでお知らせください。ただし
必ずしも全てのご希望に沿えるとは限りません。

12月 麻疹の抗体検査 ●�「学生定期健康診断」を受診していない方は学内で検査を受けること
ができませんので、外部医療機関（内科）で麻疹の抗体検査を受け、
１月までに検査結果を受け取ってください。

１月

体験費納入 ●体験費の支払い方法は教職支援センターの案内に従ってください。

検査結果の受取と提出 ●�学内で「麻疹の抗体検査」を受けた場合、「検査結果書」を保健セ
ンターにて受け取ってください。
●「検査結果書」を所定の場所（別途周知）に提出してください。

３月 科目登録 ●�「介護体験実習講義」を科目登録してください。通年科目のため、秋
学期設置科目と時間割が重複しないよう注意してください。

３年次（体験実施年度）

４月

健康診断 ●保健センターによる「学生定期健康診断」を必ず受診してください。
●�上記を受診しない場合は、外部医療機関（内科）で以下の項目を受
診し、「健康診断証明書」の交付を受けてください。
　【身長・体重、視力、血圧、尿検査、胸部Ｘ線、医師診察】

ガイダンスと授業 ●「介護等体験事前ガイダンス」と、４回の授業（事前指導）を行います。

　�●ガイダンス・授業は、参加必須です。� �
●体験終了後、秋学期にも４回の授業（事後指導）を行います。

体験不可週アンケート ●�Waseda�Moodleからやむをえない理由（ゼミ合宿・実験・教育実
習・クォーター科目の履修期間・夏季集中講義など）で介護等体験
を行うことができない週を申請してください。

健康診断 ●�保健センターによる健康診断を受診しなかった場合は、外部療機関
で受診してください。

介護等体験
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東京都：６月下旬
埼玉県：４月下旬 体験先・日程決定 ●�所属学部事務所にて体験先・日程の記載された書類を配付します。

●�配付後、体験に必要な書類（「個人票」、「健康診断証明書」等）の提
出がありますので、必ず所定の場所（別途周知）へ提出してください。

　�体験先決定後、当該期間のクォーター科目・夏季集中講義の履修登録は避けてください。

５月以降 体験実施

　体験時には特に以下の点を注意してください。
●服装（特別支援学校：スーツ、社会福祉施設：指定の服装）、持ち物、提出物

●�体験当日に体調不良、交通遅延などのやむをえない事情で遅刻・欠席が生じる場合は、必ず体験開始前

に体験先へ連絡したのち、教職支援センターまたは所沢総合事務センターへ報告してください。

●�事故・トラブル等が生じた場合、体験先の指示に従い、必要に応じて教職支援センターまたは所沢総合

事務センターまで連絡してください。

体験終了後 証明書の受領 ●体験終了後に「介護等体験証明書」が各体験先より発行されます。

　�「介護等体験証明書」は原則再発行できません。原本は教員免許状申請時に必要となりますので絶対に紛
失しないよう大切に保管してください。

12月～１月 授　　業 ●４回の授業（事後指導）を行います。

３月 成績発表
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介護等体験よくある質問６

Ｑ：介護等体験中の授業の欠席はどう扱われますか？
Ａ：「授業欠席特別扱願」（Waseda�Moodle「介護体験実習講義（合同クラス）」からダウンロード可）
で授業欠席の配慮を願い出ることができます。最終的な判断は各科目担当教員によりますが、
介護等体験日程が決まり次第、事前に欠席予定の授業担当教員へ相談の上、体験終了後に「授業
欠席特別扱願」を提出してください。

Ｑ：介護等体験が免除になる場合はありますか？
Ａ：以下のいずれかに該当する場合は、介護等体験を実施する必要はありません。
　　1）�保健師、助産師、看護師、准看護師、盲・ろう・特別支援学校教員、理学療法士、作業療

法士、社会福祉士、介護福祉士、義肢装具士の免許・資格を既に取得している場合。（ただ
し、取得見込みの場合は、介護等体験を実施する必要があります。）

　　2）身体障害者手帳に障害の程度が１級から６級であるとして記載されている場合。
　　3）�所定（介護等体験受入れ施設とされている施設のみ）の社会福祉施設にて、実習先施設の

長から7日間以上の「介護等体験証明書」の発行をすでに受け、保持している場合。
　　4）�所定の社会福祉施設に勤務し、勤務先施設の長から7日間以上の「介護等体験証明書」の

発行をすでに受け、保持している場合。

Ｑ：外部医療機関で健康診断を受診する場合、その費用について補助が受けられますか？
Ａ：早稲田大学契約医院で健康診断を受診した場合、正規生については、申請に基づき１年度に�
１回、3,000円まで「健康診断補助費」を受けられます。詳しくは、学生生活課webページ
を確認してください。

　　https://www.waseda.jp/inst/student/support/healthcheckup

Ｑ：外部医療機関で麻疹の抗体検査を受ける場合の注意点はありますか？
Ａ：麻疹の抗体検査にはいくつか種類がありますが、必ず抗体があるかを確認できる「検査結果書」
（抗体値または医師の判定文が明記されているもの）の交付を受けてください。保健センターで
は「IgG〈EIA法〉」で検査を行っています。

�「ボランティア」「民間ヘルパー資格」「特別支援学校実習」「社会福祉援助技術現場実習」「社会福祉現場実
習」は免除対象にはなりません。

介護等体験




